
様書簿10号 (第 o｀冬関督)

南相馬市議会議長

令和4年 十月6日

日本共産党議員団

団長 渡部 寛一

会派名
′
代表者名

令和 3年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第1項の規定に基づき、別紙のとお

り、令和 3年度政務活動費収支報告書を提出します。
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別 紙

1 収入

令和 3年度政務活動費収支報告書

会派名  日本共産党議員団

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注)1 備考欄には、主たる支出の内訳 を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 360,000

預  金  利  子 2

会 派 負 担 金

合    計 360, 002

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費

広報費 335, 120 市議会報告書新聞折 り込み

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合    計 335, 120

3 残金 24,882円



令和3年度 政務活動費 会計帳簿 会派名 日本共産党議員団

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高

3 4 30 政務活動費 360,000 360,000

8 14 利息 1 360,001

10 7 折込料 (浪江新聞販売センター小高店) 4,620 355,381

10 15 折込料 (藤原新聞店 ) 27,720 327,661

10 15 折込料 (長富新聞店 ) 10,395 317,266

10 15 折込料 (石倉新聞店) 9,625 307,641

10 15 折込料 (鹿島新聞販売センター) 11,550 296,091

10 18 印刷代 103,800 192,291

4 1 18 折込料 (浪江新聞販売センター小高店 ) 4,620 187,671

1 28 折込料 (藤原新聞店) 27,720 159,951

1 28 折込料 (長富新聞店 ) 10,395 149.556

1 28 折込料 (石倉新聞店 ) 9,625 139,931

1 28 折込料 (鹿島新聞販売センター) 111550 128,381

2 3 印刷代 103,500 24,881

2 12 利息 1 24,882

360,002 335,120 24,882



会派名 :日 本共産党議員団

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

国 会議費

□ 資料作成B購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 議会報告書印刷、折込代

支出月日
令和3年 10月 7日 、10月 15日 、10月 18日 、

令和4年 1月 18日 、1月 28日 、2月 3日

支 出 額 335,120円
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市
議
会
最
半

日
本
共
注
鬼

第43号

2021年
10月 24日 発行

日本共産党

南相馬市議団

渡 部 寛 一
〇90-2993-1471

栗 村 文 夫
090-8851-6904

主
な
補
正
予
算
は

２
０
２
１
年
度
９
月
補
正
予
算

４
●
億
４
千
９
万
●
千
円
を
追
加

９
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は
議
案

３４
件
、
報
告
２
件
で
し
た
。

条
例
、
補
正
予
算
、
そ
の
他
は
全
て
可
決
さ
れ
、

決
算
認
定
関
係
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

票村文夫

。
人
権
尊
重
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
　
　
３５５

万
円

南
相
馬
市
人
権
尊
重
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

（仮
称
）
の
設
置
、
検
討
会
の
開
催
に
要
す
る
費
用

（検
討
会
４
回
）
。
人
権
意
識
調
査
業
務
委
託

・
旧
避
難
指
示
区
域
移
住
定
住
促
進
事
業

２
千
９９２
万
円

移
住
定
住
推
進
に
係
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
豊
富
な
実
績
と
知
見
を
有
す
る
事
業
者
を
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定
し
、
委
託
事
業
と
し
て

実
施
。

・
農
林
水
産
物
等
Ｐ
Ｒ
事
業
　
　
　
　
　
翻
万
円

本
市
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
等
の
魅
力
や
価
値

向
上
を
図
る
た
め
、．
効
果
的
な
情
報
発
信
に
資
す

る
た
め
の
指
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
核
と
な
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
を
行
う
。

・
農
業
水
利
施
設
等
保
全
再
生
事
業

（再
調
査
）

２
億

３３‐

万
円

令
和
元
年
東
日
本
台
風
等
の
影
響
に
よ
り
放
射

性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
た
め
池
内
の
土
砂
等
の
拡

散
を
防
止
す
る
た
め
、
再
調
査
を
行
う
。

・
農
業
水
利
施
設
等
保
全
再
生
事
業

（再
対
策
工
）

２
億
２
千
４６５

万
円

令
和
元
年
東
日
本
台
風
等
の
影
響
に
よ
り
放
射

性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
た
め
池
内
の
土
砂
等
の
拡

散
を
防
止
す
る
た
め
、
再
対
策
工
を
実
施
。

・
消
費
喚
起
応
援
事
業
　
　
　
１
億
２
千
９８７

万
円

年
末
年
始
の
時
期
に
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
応

募
資
格
を
得
て
、
抽
選
に
よ
り
商
品
券
が
当
た
る

事
業
を
行
う
。

・
移
住
定
住
推
進
事
業

（移
住
定
住
課
）

１
千
６４

万
円

地
方
に
移
住
し
て
働
き
た
い
。
起
業
し
た
い
と

い
う
意
向
を
持
っ
た
若
い
世
代
を
対
象
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
本
市
の
社
会
課
題
に
対

す
る
認
知
と
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
事
業
ア
イ
デ

ア
を
創
出
す
る
。

・
食
を
通
じ
た
魅
力
向
上
事
業
　
　
１
千
翻

万
円

特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
や
ご
当
地
グ
ル
メ
を
活

か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
豊
富
な
実
績
と

知
見
を
有
す
る
事
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

選
定
し
、
委
託
事
業
と
し
て
実
施
。

口
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
事
業
（小
高
区
）

‐００
万
円

歩
行
者
及
び
車
両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、
道
路
区
画
線
の
修
繕
等
を
実
施
。

道
路
区
画
線
設
置
工
事

町
南
裏
線
外
１
０
路
線

外
側
線
　
Ｌ
＝
２
，
０
０
０
ｍ

・
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
事
業
（鹿
島
区
）

‐００
万
円

中
１
８
８
号
線

カ
ラ
ー
舗
装
工

（交
差
点
部
）
Ａ
＝
５
０
２ｍ

東
２
０
５
号
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

カ
ラ
ー
舗
装
工

（交
差
点
部
）
Ａ
＝
３
０
２ｍ

・
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
てデ

ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
引
用
条
項
を
改
正
す
る
ほ
か
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

・
南
相
馬
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
民
税
の

非
課
税
の
範
囲
の
規
定
を
改
正
す
る
ほ
か
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

・
南
相
馬
市
特
定
事
業
活
動
振
興
計
画
に
基
づ
く

市
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

・
南
相
馬
市
新
産
業
創
出
等
推
進
事
業
促
進
計
画

に
基
づ
く
市
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

，
南
相
馬
市
地
域
型
保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
傷
制
定
に
つ
い
て
　
　
，

・
南
相
馬
市
特
定
教
育

・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

ｔ域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

。
南
相
馬
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

福
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
児
童
の
定

義
を
改
め
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

・
南
相
馬
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

新
た
な
小
高
診
療
所
の
開
所
に
よ
る
診
療
所

位
置
を
改
め
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
。

主
な
条
例
は

【汚 染 水 海 洋 放 出 に つ い て 】
。南相馬市議会では、「トリチウム及び放射性

核種を含むALPS処理水の海洋放出方針

決定に強く抗議し決定の撤回を求める意見

書Jを4月 臨時会で可決しました。

・この処理水には、トリキウムの他 63の核種

が含まれており、57核種は通常の原発排

水には含まれない、事故由来の核種です。

・トリチウムの影響として、マウスやラットで発

がん性や催奇形性も確認されています。

・海洋放出すれば回収は不可能で、取り返し

のつかないことになるのは明白です。

【新型コロナについて】
。南相馬市では、昨年4月 1日 から今年9月 2

8日 までに273名 の陽性者が確認されてい

ます。

・南相馬市は全国トップのワクチン接種率で

すが、ワクチン接種で感染を完全に防げる

わけではありません。

・感染は、自党症状が無い人が移動すること

によつて広力`つています。

・引き続き、手指消毒、マスクの着用、密

の回避、感染拡大地域との移動の自粛を

お願いします。

【カ エ ン タ ケ の 発 生 に つ い て 】

・原町区の県営東ヶ丘公日において、猛毒キ

ノコのカエンタケの発生が確認されました。

・触れただけで皮膚から毒素が吸収される物

は、カエンタケのみとされていますb

・毒成分1こついて未知の部分が多いため、未

だ解毒剤の開発には至っていません。

・他種の毒キノコも全国的に多数確認されて

います。今年は特に注意してください。

・見つけた場合は触らずに、南相馬市役所

0244-22-2111(代 表)に通報してください。

9日 議 会 報 告



渡
部
寛

の
一
般
質
問
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
対
す
る

市
の
取
組
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
生
活
国
窮
者

自
立
支
援
金
に
つ
い
て

【費
間
】

南
相
馬
市
内
を
含
め
た

相
双
保
健
所
管
内
の
医
療
体
制
と

実
態
・対
策
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
長
】

県
に
お

い
て
軽
症
や
中
等
症
、
重
症
な
ど
の

区
分
に
応
じ
、
県
内
医
療
機
関
等
を

調
整
の
上
、
入
院
や
宿
泊
療
養
等
の

措
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

相
双
保
健
所
管
内
で
は
、
８
月
に

入
院
病
床
を
８
床
増
床
し
ま
し
て
、

４０
床
が
確
保
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

【質
問
】

コ
ロ
ナ
は
無
症
状
の
感

染
者
の
方
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
感
染
を
広
め
て
し
ま
う
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。

感
染
伝
播
の
鎖
を
断
つ
た
め
の
検

査
を
い
つ
で
も
誰
で
も
何
度
で
も
の

立
場
で
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
大
胆
か
つ
大
規
模
に
南
相
馬
市

が
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
長
】

県
の
行

政
検
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
無
症

状
の
方
な
ど
を
対
象
に
保
健
所

と
連
携
し
ま
し
て
、

市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
事
業
を

実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

【質
問
】

高
齢
者
施
設
は
も
ち
ろ

ん
、
商
業
施
設
や
公
的
交
通
機
関
な

ど
、
さ
ら
に
集
団
化
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
学
校
等
々
も
含
め
、
不
特
定
多

数
と
接
す
る
こ
と
に
な
り
得
る
市
民

に
対
し
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
検
査
を
定

期
的
に
、
本
人
が
希
望
す
る
し
な
い

に
関
わ
ら
ず
、
定
期
的
に
実
施
す
べ

き
で
あ
る
。
い
か
が
で
す
か
。

【答
弁

健̈
康
福
社
部
長
】
　

行
政

検
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
無
症
状
の

方
な
ど
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
て
、

感
染
拡
大
の
抑
制
、
不
安
軽
減
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【質
問
】
　

定
期
的
に
継
続
的
に

や
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

本
人
の
負
担
な
し
に
、
こ
の
負
担

の
部
分
に
つ
い
て
は
国
に
き
っ
ち
り

負
担
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
を
含
め

て
や
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
改
め
て
お
伺
い
し
ま
す
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
長
】
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幅
広

く
捉
え
ま
し
て
検
査
機
会
を
提
供
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
然
費
用
の
ほ
う
に
つ
い
て
は

国
の
負
担
と
な
る
よ
う
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【費
間
】

生
活
保
護
受
給
世
帯
は

対
象
外
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
困
窮
す
る
世
帯
向
け
に
、

政
府
が
こ
の
フ
月
に
創
設
し
た
最
大

３０
万
円
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

金
制
度
が
あ
る
。

南
相
馬
市
の
困
窮
支
援
金
の
申

請
支
給
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
長
】

令
和
３

年
８
月
末
現
在
で
、
対
象

３９
世
帯
に

対
し
申
請
件
数
が

１４
件
で
、
そ
の
う

ち
支
給
決
定
件
数
は

１２
件
、
支
給

決
定
額
は
総
額
で
２４６
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

残
り
の
未
申
請
世
帯
に
つ
き
ま
し

て
は
、
さ
ら
に
電
話
や
個
別
訪
問
等

に
よ
り
ま
し
て
生
活
状
況
等
を
確
認

し
な
が
ら
、
該
当
す
る
世
帯
全
て
に

支
援
金
を
支
給
し
、
就
労
に
よ
る
自

立
に
つ
な
が
る
よ
う
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、
継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て

ま
い
る
考
え
で
す
。

ヽ     ′

‐  

′
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マ
イ
・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

取

組

状

況

に

つ

い

て

【買
間
】

マ
イ
・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作

成
に
役
立
つ
、
福
島
県
発
行
の
マ
イ

避
難
ノ
ー
ト
を
、
９
月
１
日
に
全
戸

配
布
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
の
９
月

１
日
に
も
配
布
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
い
う
避
難
行
動
を
取
っ
た
ら

よ
い
の
か
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
こ̈
れ
を
市
民

一
人

一
人

が
理
解
、
活
用
し
、
マ
イ
・タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
つ
く
り
、
災
害
に
備
え
て
い

る
の
か
ど
う
か
が
重
要
だ
。

１
年
経
っ
た
が
、
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁

復̈
興
企
回
部
長
】
　

小
学

生
を
対
象
と
し
た
防
災
教
室
や
、
市

民
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
に
お
い

て
、
かヽ
く
し
ま
マ
イ
避
難
ノ
ー
ト
を

活
用
し
、
マ
イ
・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成

の
重
要
性
と
必
要
性
を
周
知
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
実
施
を
し
て
お
り
ま

す
行
政
区
説
明
会
に
お
い
て
も
、
マ

イ
・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
を
行
政
区

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
説

明
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
マ
イ
・タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
重
要
性
を
周
知
し
な
が
ら
、
作
成

を
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【質
問
】

令
和
元
年
東
日
本
台
風

と
そ
の
後
の
大
雨
で
亡
く
な
っ
た
直

接
死
の
人
数
、
福
島
県
で
３２
名
、
そ

の
う
ち

２‐
名
は

６５
歳
以
上
の
高
齢

者
だ
。

全
国
的
に
台
風
、
大
雨
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
る
状
況
を
考
え
れ

ば
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
確
実

に
避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
実
際
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
な
ど

を
行
い
、
リ
ア
ル
感
を
持
っ
て
市
民

み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

【答
弁

復̈
興
企
回
部
長
】

避
難

行
動
要
支
援
者
の
避
難
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
個
別
避
難
計
画
の
策

定
、
あ
る
い
は
避
難
支
援
等
関
係

者
、
避
難
支
援
等
実
施
者
に
よ
る
支

援
の
ほ
か
、
地
域
住
民
に
よ
り
ま
す

共
助
の
力
、
こ
れ
が
大
変
重
要
に
な

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

確
実
な
避
難
の
実
施
に
向
け
ま
し

て
、
行
政
区
説
明
会
に
お
い
て
も
、

避
難
行
動
要
支
援
者
制
度
を
周
知

す
る
な
ど
、
ま
た
、
共
助
に
よ
り
ま

す
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援
体

制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

災
害
情
報
の
収
集
ｏ

分
析
・発
信
に
つ
い
て

【費
間
】
　

市
で
は
、
現
在
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
よ
る
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年

１２
月

か
ら
実
証
訓
練
を
行
い
、
そ
の
後
、

２
月

１３
日
と
３
月

２。
日
の
地
震
、
７

月

２７
日
の
台
風
８
号
な
ど
発
生
し

て
い
る
が
、
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

書
弁

復̈
興
企
回
部
長
】
令
和
３
年

４
月
１

，日
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し

た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
災
害
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
約
３
千
３００

名
に
登
録
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
２
月

１３
日
に
発
生
し

た
福
島
県
沖
震
源
の
地
震
で
は

‐５０

件
、
３
月
２。
日
の
宮
城
県
沖
震
源
の

地
震
で
は

４０
件
、
７
月

２７
日
の
台

風
第
８
号
の
際
に
は

５７
件
の
情
報

が
投
稿
さ
れ
、
市
内
の
災
害
状
況
の

把
握
と
市
民
間
の
迅
速
な
情
報
共

有
に
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
よ
り
多
く
の
災
害
情
報
を

共
有
で
き
る
よ
う
、
登
録
者
の
さ
ら

な
る
増
加
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

ま
だ
の
人
は
、

ぜ
ひ
、
登
録
を
！
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主
な
条
例
は

・
押
印
等
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例

市
民
等
の
負
担
軽
減
及
び
利
便
性
向
上
並
び
に

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
署
名
押
印
を
求
め
る

規
定
を
改
正
す
る
ほ
か
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
南
相
馬
市
立
病
院
看
護
職
員
の
令
和
３

年
度
特

殊
勤
務
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例

福
島
県
浜
通
り
地
方
看
護
体
制
強
化
支
援
事
業

補
助
金
を
活
用
し
、
看
護
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を

支
給
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

・
南
相
馬
市
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被
災
者

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
度
の
津
波
被
災
区
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
必
要
な
改
正

を
行
う
も
の
。

・
南
相
馬
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
公
布
に
伴
い
、
出
産
育
児

一
時
金
の
額
を
改

め
る
も
の
。

・
感
染
症
予
防
事
業

（新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
）
　
　
　
　
　
　
２
億
１
千
５４
万
円

３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

要
す
る
経
費
。

・
敬
老
記
念
品
等
支
給
事
業
　
　
　
４
千
‐９４
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
各

区
敬
老
会
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

代
替
事
業
と
し
て
対
象
と
な
る
高
齢
者
に
商
品
券

及
び
記
念
品
を
贈
呈
。

・
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進
事
業
補
助
金
　
１
千
４９６
万
円

ロ
ボ
ツ
ト
産
業
の
発
展
を
図
る
た
め
、
南
相
馬
ロ
ボ

ツ
ト
産
業
協
議
会
会
員
企
業
が
開
発
・製
造
、
又
は

機
種
選
定
等
の
導
入
支
援
に
携
わ
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入
す
る
市
内
事
業
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
開
設
事
業

１
千
７６０
万
綱

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
次
な
る
感
染
拡
大

に
備
え
、
感
染
者
の
早
期
発
見
と
市
民
の
不
安
解
消

を
図
る
た
め
、
症
状
の
な
い
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

２
億
８
千
４６９
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い

る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
児
童
を

養
育
す
る
対
象
世
帯
等
に
、
臨
時
特
別
給
仲
金
を

支
給
。

２

０

２

■
年

度

１２

月

補
正
予
算

翁

７
ｅ

翁

８
９

＝
億
２
干
＝
万
５
干
円
を
追
加
し
、

需
額
勝
５２６
億
●
千
観
万
７
千
■
こ
な
った
。

‐２
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は
議
案

３３
件
、

報
告
１
件
で
し
た
。
条
例
、
補
正
予
算
、
そ
の
他

は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

粟村文夫

主
な
補
正
予
算
は

２
０
２
１
年
度

１２

月
補
正
予
算

翁

９
３

＝
億
３
千
＝
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
勝
５３８
億
５０４
万
５
干

‐
口
こ
な
った
。

‐２
月
臨
時
議
会
に
は
、
国
の
令
和
３
年
度
補
正
予
算

（第

１
号
）
に
伴
う

「
コ
ロ
ナ
克
服
。
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経

済
対
策
」
へ
の
対
応
や
原
油
価
格
高
騰
に
伴
い
、
緊
急
に
対

応
を
要
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
た
。

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

６
億
７
千
５４７
万
円

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化

す
る
中
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
市
民
生
活

へ
の
支
援
を

行
う
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
給
付
金
を

支
給
。

・
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
支
給
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６２２
万
円

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
生
活
に

困
窮
し
た
世
帯
で
、
総
合
支
援
資
金
の
再
貸
付
終
了
な

ど
に
よ
り
、
緊
急
小
日
資
金
等
の
特
例
貸
付
を
利
用
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
、
就
労
に
よ
る
自
立
を
図
る
た

め
、
自
立
支
援
金
を
支
給
。

・
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

４
億
３
千
７２
万
円

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
児
童
を

養
育
す
る
対
象
世
帯
等
に
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支

給
。
（子
育
て
世
帯
に
対
し
て
現
金

ｌｏ
万
円

一
括
給
付

を
行
う
た
め
の
増
額
）

・
福
祉
灯
油
緊
急
助
成
事
業

（障
が
い
者
世
帯
）　
　
　
　
　
　
　
　
３４２
万
円

（高
齢
者
世
帯
）　
　
　
　
　
　
　
２
千
‐０１
万
円

（ひ
と
り
親
世
帯
）　
　
　
　
　
　
　
　
‐
ヽ
３‐
万
円

原
油
価
格
高
騰
に
伴
う
緊
急
特
別
措
置
と
し
て
、
生

活
困
窮
世
帯
の
家
計
への
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
灯
油

購
入
費
用
に
対
す
る
助
成
金
を
交
付
。

補
正
予
算
は

【立会人報酬の公iEな

支綸に関する陳情】

・総務生活常任委員会に付託となり、審査

の結果全会一致で主旨採択されました。

本会議でも全会一致で主旨採択とな り、

市長へ送付されました。

要接護世帯等への灯油代等

暖房費の助蔵に関する意見書

【

】

・臨時会において緊急に議員提出議案があ

り、本会議にて全会一致で可決され、内

閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生

労働大臣べ提出されました。

【コロナ禍による米価下落の

対策を求める請願】

・建設経済常任委員会に付託となり、審査

の結果全会一致で採択されました。本会

議でも全会一致で採択となり、内閣総理

大臣、農林水産大臣へ提出されました。

≪請願、陳情、議員提出議案の結果について≫

冒2月 定 例 議 会 報 告

冒Z日 臨 時 議 会 報 告



渡
部
寛

一
の
一
般
質
問
報
告

ρ〆

石
炭
　
麟
Ｆ

火
力
発
電

廃
止
に
向
け
て

【質
問
】

気
候
危
機
は
、
緊
急
に

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
死
活

的
な
人
間
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
世
界
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・気

象
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
気
象
変
動

に
後
ろ
向
き
な
国
と
し
て
「
化
石
賞
」

を
贈
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

【答
弁

市̈
民
生
活
部
長
】

市
と
し

て
は
、
国
や
福
島
県
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

【費
蘭
】

全
国
で
温
室
効
果
ガ
ス

を
排
出
し
て
い
る
ト
ッ
プ
の
座
に
あ

る
福
島
県
内
の
石
炭
火
力
発
電
所

中
、
最
大
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出

し
て
い
る
の
が
東
北
電
力
の
原
町
火

力
発
電
所
で
あ
り
ま
す
。

石
炭
を
主
体
と
し
た
発
電
以
外

の
発
電
を
電
力
会
社
に
強
く
求
め
る

べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が
で
す
か
。

【答
弁

市̈
長
】

国
や
電
力
会
社
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
市
全
体
の
カ
ー
ボ
ン
二

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
考
え
方
を
説
明
す
る
な
ど
、
東
北

電
力
に
対
し
て
も
さ
ら
な
る
対
策

を
求
め
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

市
立
総
合
病
院
の

診

療

体

制

整

備

に

つ
い
て

【費
間
】

数
か
月
の
間
に
、
私
に
だ

け
で
も
３
件
の
国
っ
た
と
い
２
啓
え
が

あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
救
急
車
で
の

患
者
を
市
立
病
院
に
も
受
け
入
れ
て

も
ら
え
ず
、
数
十
分
も
救
急
車
に
乗

せ
た
ま
ま
出
発
で
き
な
か
っ
た
と
の

私
へ
の
訴
え
が
相
当
数
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
に
体
制
整
備
を

構
築
し
て
い
く

こ
と
も
含
め
て
、

き
っ
ち
り
と

対
策
を

講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
か
が
で
す
か
、

市
長
。

【答
弁

市̈
長
】

や
は
り
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
医
師
確
保
に
努
め
る
こ

と
。
そ
う
し
な
い
と
救
急
体
制
の
強

化
、
例
え
ば
救
急
だ
け
、
そ
の
日
だ

け
受
け
て
も
、
そ
の
次
の
日
の
治
療

が
で
き
ま
せ
ん
と
安
心
し
て
救
急
の

受
入
れ
も
で
き
ま
せ
ん
。

根
本
的
に
は
こ
う
し
た
医
療
体
制

の
強
化
、
そ
の
上
で
、
接
遇
の
問
題

と
か
病
院
の
理
念
と
し
て
断
ら
な
い

努
力
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し

て
、
医
師
確
保
を
含
め
た
医
療
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

旧
避
難
指
示
区
域
の

復
旧
復
興
に
つ
い
て

目
轟
日
　
旧
避
難
指
示
区
域
内
で

耕
作
を
再
開
し
て
い
な
い
農
地
を
営

農
再
開
支
援
農
地
保
全
管
理
事
業

と
し
て
、
補
助
金
を
活
用
し
て
１
年

間
に
２
回
の
除
草
作
業
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
ヾ
一
旦
や
ぶ
化
し
た
と
こ

ろ
で
は
す
ぐ
に
や
ぶ
に
戻
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
地
で
は
、
年

２
回
除
草
作
業
で
は
草
木
の
生
長
に

追
い
つ
か
ず
、
有
害
鳥
獣
の
生
息

地
、
安
住
地
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
追
加
の

除
草
を
行
う
な
ど
の
補
強
策
が
必

要
で
は
な
い
か
と
強
く
思
っ
て
お
り

ま
す
が
ヾ
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

【答
弁
】健
康
福
祉
部
長
】

旧
避
難

指
示
区
域
内
の
耕
作
さ
れ
て
い
な
い

農
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
復
興
組
合

に
よ
る
除
草
作
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
総
合
対
策
事
業
に
よ
り
、
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
や
ぶ
の
刈
り
払

い
な
ど
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
も

支
援
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

地
域
で
さ
ら
に
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う

周
知
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

栗
村
文
夫
の
一
般
質
問
報
告

ご
み
の
削
減
に
つ
い
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て

【質
問
】
　
あ
る
行
政
区
で
は
約
３

分
の
２
は
ア
パ
ー
ト
に
住
ま
れ
て
い

る
方
、
避
難
し
て
来
て
い
る
方
、
仕

事
で
南
相
馬
市
に
来
て
い
る
方
だ
そ

つヽ
で
す
″。

市
は
当
然
ご
み
を
削
減
す
る
た

め
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
有
効
に
行
う
た
め
周
知
徹
底
を

ど
の
よ
う
に
す
る
考
え
な
の
か
伺

『ヽ′。
【答
弁

市̈
民
生
活
部
長
】
　

行
政

区
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
に
つ
い

て
の
取
組
も
重
要
な
課
題
と
捉
え
て

い
る
。

よ
り
広
く
周
知
を
す
る
必
要
性

が
あ
る
だ
ろ
う
と
捉
え
て
い
て
、
´
」

み
集
積
所
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
の

掲
示
を
行
う
と
い
う
こ
と
と
、
ア
パ

ー
ト
の
管
理
者
か
ら
入
居
者
に
対
し

て
、
チ
ラ
シ
の
配
布
の
協
力
に
つ
い
て

現
在
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。行

政
区
に
加
入
し
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
も
、
分
別
収
集
に
係
る
リ
サ

イ
ク
ル
の
向
上
に
つ
い
て
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
周
知
、
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
島
県
「食
べ
残
し

ゼ
ロ
協
力
店
ｏ事
業
所
」

認

定

制

度

に

つ
い

て

【費
間
】
　

認
定
店
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
「食
べ
残
し
ゼ
ロ

協
力
店
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

実
感
さ
れ
た
効
果
が
あ
る
か
」と
い

う
問
い
に
、
「
環
境
に
配
慮
し
て
い
る

店
舗
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
」

「
従
業
員
の
環
境
へ
の
意
識
が
向
上

し
た
Ｌ
店
舗
利
用
者
が
増
え
た
」

「
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
見
て
食
べ
残
し

が
減
っ
た
」と
い
？
な
つ
に
、

８３
％
の

店
舗
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
実
感

し
て
い
る
。

市
が
積
極
的
に
連
携
し
て
取
り
組

め
ば
、
店
舗
数
も
増
え
や
す
い
の
で

は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

【答
弁

市̈
民
生
活
部
長
】

や
は
り

そ
れ
に
関
わ
っ
た
消
費
者
も
、
ご
」み
の

減
量
化
も
含
め
て
環
境
に
非
常
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
増
え
て

く
る
と
握
え
て
い
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
は
広
報
紙
や
チ
ラ

シ
に
対
し
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
り
付

け
る
な
ど
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
を
で
き
る
こ
と
に
よ
り
ま
し

て
、
こ
れ
ら
有
効
な
食
べ
残
し
ゼ
ロ

協
力
店
・事
業
所
が
増
え
る
よ
う
な

対
応
と
い
う
こ
と
で
周
知
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
プ
専
門
職
配
置
の

考

え

方

に

つ
い

て

【買
間
】

南
相
馬
市
の
魅
力
を
い

か
に
知
っ
て
も
ら
う
か
、
情
報
を
い

か
に
し
て
分
か
り
や
す
く
多
く
の
人

に
伝
え
る
か
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
こ
れ
を
ど

う
構
築
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
。

ウ
エ
ブ
デ
イ
レ
ク
シ
ヨ
ン
で
き
る
人

間
を
内
部
に
抱
え
る
こ
と
が
最
重
要

だ
と
考
え
る
。

そ
う
い
う
こ
と
が
し
っ
か
り
と
企

画
立
案
で
き
実
行
で
き
る
専
門
職

を
配
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
見

解
を
伺
う
。

【答
弁

総
務
部
長
】

魅
力
的
な
サ

イ
ト
で
あ
る
た
め
に
は
、
御
指
摘
の

よ
う
な
対
応
、
細
か
な
更
新
、
デ
ザ

イ
ン
の
自
由
度
が
高
い
ペ
ー
ジ
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
、
今
お
話
を
聞
い

て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ｌ
Ｔ
人
材
の
配
置
、
業
務
の
委

託
、
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
、
様
々
な

手
法
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
う
い
う
体

制
が
効
果
的
、
効
率
的
か
情
報
収
集

な
ど
調
査
し
て
い
く
。
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